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食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途
に使用しない。
保存物の品質低下などの原因になることがあります。　
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  冷暖切換マルチ（LX,R‑LX （ﾘﾌﾚｯｼｭ）)、 氷蓄熱（LXI）、設備用（AUCV）の場合 = 1

   A                 kg ×  B                    =                             kg

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量735～1360の場合 = 1.2

  冷暖フリーマルチ（LXR）,室外容量224～680の場合 = 1.3                ・・ B

冷媒量
基準

                         kg+                       kg=                           kg追加量
液管分 全冷媒

封入量

合計 A に対し、次の係数 B を掛けてください。

  + φ9.52 の合計長さ                  m × 0.059kg／m =                  kg      

  + φ6.35 の合計長さ                  m × 0.022kg／m =                  kg      

  + φ12.7 の合計長さ                 m × 0.12  kg／m =                  kg      

  + φ15.88の合計長さ                 m × 0.18  kg／m =                  kg      

  + φ19.05の合計長さ                 m × 0.26  kg／m =                  kg      

液管 φ22.22の合計長さ                 m × 0.37  kg／m =                  kg      冷媒量記入銘板

合計                     kg・・ A

必ず、規定量の冷媒（R410A）を封入してください。
  冷媒不足の状態で長時間運転されますと、能力不足
  あるいは圧縮機故障の原因となります。
  据付説明書および下記内容を参照の上、必ず計量
  封入してください。
  （特に運転しながら冷媒封入する場合は必ず30分
    以内に完了してください。）
冷媒の追加封入
  1.本ユニットには基準冷媒量（配管長さ０ｍの封入量）のみ封入されています。
    基準冷媒量はユニットの装置銘板（パネル表面）に記入してあります。

  2.右記に従って、現地液管サイズと長さにより
    冷媒量を計算し、計量封入してください。
    次回のサービス時に必要となりますので、必ず
    右記空欄に必要事項を記入してください。

液管分
追加量  3.液管分追加量が400～680：50kg、735～

    1360：100kgを越える場合には、冷媒系統を
    分けてください。
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任意の室外機 台のみ（組合せの場合：親機 台のみ）
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